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1．はじめに
核家族化の現代、若い世代だけで形成された家族の
なかで育った看護学生は多い。一方、急速に高齢化す
る日本では、看護学生が将来看護する患者の多くは高
齢者であると考えられる。そこで、初期体験の実習と
して、高齢者との援助関係形成を目的に看護系大学 2
年生に入所型の高齢者福祉施設で 2週間の実習を実施
している。その学生指導を数年間に渡って担当する中
で、実習開始早期から、この学生へはほとんど介入的
な指導をしなくても要介護高齢者（以降、高齢者とい
う）と良い援助関係を築けていけると思える学生と、
気になって指導をしていたが実習最終日近くになっ
て、何とか援助関係が築けたかなと思える学生がいる
ことに気が付いた。初期体験型の実習の学びや意
義 1-3）の報告はあるが、その実習において学生はどの
ように援助関係を築くのか、その機序に目を向けた研
究はない。そこで、本研究では、白水ら 4）の看護学生

が「患者に出会う」構造をもとに、学生の記録を分析
することによって、看護教員がほとんど指導しなくて
も大丈夫と感じる時期（便宜上、転換点という）は、
学生がどのようなことができるようになっているの
か、また、転換点を迎える時期が学生によって幅があ
るのはなぜかを明らかにしたいと考えた。

2．目的
高齢者福祉施設における実習指導で、教員が学生に

「ほとんど介入的な指導をしなくても、良い援助関係
を築けていける」と感じる転換点とは、学生に何がで
きるようになった時点なのか、また、この転換点を迎
える時期への影響要因は何かを明らかにする。

3．方法
1）対象者
看護系大学 2年生の 8人を対象者とした。
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要約
　入所型の高齢者福祉施設で高齢者との援助関係形成を目的に、看護系大学 2年生へ 2週間臨地実習を実施している。
実習指導中に教員が、学生に「ほとんど介入的な指導をしなくても、良い援助関係を築けていける」と感じる転換点が
あることに気づいた。転換点と感じるのは学生に何ができるようになった時点なのか、また、この転換点を迎える時期
への影響要因は何かを明らかにする目的で調査を行った。対象は研究協力に同意した看護系大学 2年生 8人であった。
学生の実習記録を、看護学生が「患者に出会う」構造として抽出された 6段階を用いて分析した。併せて、高齢者との
同居の有無、高齢者に対する感情のアンケート調査と東大式エゴグラムを実施した。
　学生の記録に、「患者に思いを巡らす」にあたる記述がみられるようになる時期と、教員が転換点を迎えたと判断する
時期がほぼ一致していた。高齢者に肯定的な感情を持っており、東大式エゴグラムで「世話やきタイプ」「適応タイプ」
の学生は、実習の早い段階で転換点を迎えていた。高齢者に対して「肯定的」な感情を持っておらず、東大式エゴグラ
ムで「現実無視タイプ」「管理者タイプ」の学生は、実習の後半になって転換点を迎えていた。
　学生が、早期に「患者に思いを巡らす」、すなわち、高齢者の立場になって考えることができるように、教員は学生の
性格や背景を考慮しながら指導することの重要性が示唆された。
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2）研究対象の実習について
初期体験実習として入所型の福祉施設において
看護学生に実習を実施している。看護系大学 2年
生が対象で、グループにわかれて、夏期に 2週間
実習を行う。7 ～ 8 人程度が 1 グループとなり、
グループごとに違う施設で実習を行う。1グルー
プに 1人の教員が学生と一緒に施設に行き、実習
期間中指導にあたる。実習は、施設職員と一緒に
援助を実施したり、行事に参加したり、コミュニ
ケーションをとったりと、施設のスケジュールに
そって高齢者と接し、援助関係を築いていくこと
が目的である。記録は、学びや感想を自由に記載
する形式である。
3）調査方法と分析方法
学生指導中に、この学生へはほとんど介入的な
指導をしなくても、良い援助関係を築けていける
と感じた日を、学生ごとにメモしておいた。
学生の実習記録から、学生が高齢者と援助関係
を形成する過程を分析した。分析には、白水ら 4）

が、看護学生が「患者に出会う」構造として抽出
した 6段階を用いた。この 6段階は、①患者と会
う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っ
とする、③患者に思いを巡らす、④患者に働きか
ける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目
標がある：次はこうしたいという意思、で構成さ
れている。学生の実習記録は、自分が実施したこ
とのみや、施設のスタッフを見て援助についてわ
かったことなど、高齢者との出会いに直接関係の
ない記述もされている。今回は、高齢者と接した
ときの記述のみを分析対象として、すべてを抜き
出した。1つの出来事について記述されているま
とまりを、分析の 1場面とした。その内容が、6
段階のどこかにそのまま当てはまるときは、該当
の番号を付した。1場面の中に、出会いの段階が
存在するときには、意味が通じる最小の文章を 1
文として、1文ごとに該当の番号を付した。学生
の記述が「患者に出会う」構造のどの段階に該当
するのかは、文章の前後とも照らし合わせながら
熟考し、学生指導にあたった教員 1人が行った。
その後、教育学の教員からスーパーバイズを受け
た。
また、転換点を迎える時期への影響要因として、
高齢者との同居の有無、高齢者に対する感情（捉
え方や過去の思い出、関わり）についてアンケー
トへの記載を求めた。さらに、東大式エゴグラム

（TEG：Tokyo University Egogram）を実施した。
東大式エゴグラムは、多変量解析によって質問項
目を選定し信頼性、妥当性をもって数量的にエゴ
グラム理論を発展させたもの 5）である。東大式エ
ゴグラムには、回答結果から導き出された人格特
徴を簡潔に解釈できるパターン分類が示されてお
り、学生の性格傾向を把握するために用いること
とした。
4）倫理的配慮
研究の目的と方法、倫理的配慮について当該の
実習責任者に口頭で説明し、事前に許可を得た。
学生には、当該実習の単位認定（成績評価）が
学生に示された後に、個別に研究の趣旨・目的・
研究協力は任意であること、調査結果は記名では
なく記号が付されて分析されること、参加の有無
による不利益がないこと、成果は学会や論文とし
て発表されること、発表時に匿名性が確保される
こと、を口頭で説明した。研究協力に同意した学
生には、返却していた実習記録の氏名部分以外を
コピーして、好きな記号を付して指定の提出用の
箱に入れるように依頼した。その時に、アンケー
ト調査用紙とTEGの用紙にも同じ記号を付して
提出するように説明した。この提出によって、研
究協力に同意したとみなした。

4．結果
研究協力は、実習指導を担当した学生 8人、全員か
ら得られた。
学生 8人のうち、女性が 7人、男性が 1人であった。
TEGをパターン分類 5）でみると、「世話やきタイプ」
が 1人、「適応タイプ」が 5人、「現実無視タイプ」が
1人、「管理者タイプ」が 1人であった。高齢者との
同居は、同居している学生が 4人、同居していない学
生が 4人であった。高齢者に対する感情の記述から、
高齢者に対して、優しい、好きなど「肯定的」であっ
た学生は 4人、やさしい、おせっかいなど良い面と困
る面の両方の記述があった（便宜上「中間的」とする）
学生は 2人、嫌い、腹が立つなど「否定的」であった
学生は 2人であった。
表 1に「看護学生と要介護高齢者の出会いの段階―
経時的変化―」を示した。実習 1日目から 8日目（1
～ 4 日が 1週目、5～ 8 日が 2週目）の実習記録を分
析した結果、「患者に出会う」6段階のうち、どの段
階にあたる記述がなされていたかを、①～⑥で示して
いる。二重線で囲まれている日は、指導教員が、学生
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指導中に、この学生へはほとんど介入的な指導をしな
くても、良い援助関係を築けていけると感じた転換点
である。学生A・Bは 2 日目に、学生 C・Dは 2 ～ 3
日目に、学生 E・Fは 3 日目に、学生 G・Hは 6日目
に転換点を迎えている。学生の記録に、③患者に思い
を巡らす、にあたる記述がみられるようになる時期と、
教員が転換点を迎えたと判断する時期がほぼ一致して
いることがみてとれる。
また、高齢者との関係をみると、高齢者に対して肯
定的である学生は 2～ 3 日目に転換点を迎えていた。
TEGでみると、「現実無視タイプ」と「管理者タイプ」
の学生は、実習 6日目に転換点を迎えていた。
資料 1～ 4には、参考として学生の記録を一部分抜
き出して、どのような記述が「患者に出会う」6段階
のどの段階にあたると判断されたのか分かるように示
した。ただし、記述は内容が損なわれない程度に実際

の記述を簡略化してある。

5．考察
学生の記録に、③患者に思いを巡らす、にあたる記
述がみられるようになる時期と、教員が転換点、すな
わち、この学生にはそんなに積極的に指導的な介入を
しなくても、見守る程度で、高齢者との援助関係を形
成していけるだろうと判断する時期がほぼ一致してい
ることがわかった。患者に思いを巡らすとは、患者の
言葉に込められた気持ちを推察する、患者の経験を自
分に置き換えて考えること 4）である。学生が高齢者の
立場でものごとを考えられるようになると、学生は何
をすべきか能動的に判断し、実習での学びが深まって
いくと考えられた。白水 6）も、「思いを巡らすことに
よって、学生は知的関心から相手の立場に立って行う
看護実践を生み出す」と述べ、③患者に思いを巡らす

表 1　看護学生と要介護高齢者の出会いの段階　－経時的変化―

注）  ①～⑥は、出会いの 6段階のうち、どの段階に該当するかを示している。①患者と会う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っとする、
③患者に思いを巡らす、④患者に働きかける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目標がある：次はこうしたいという意思
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段階が「患者に出会う」構造において重要な意味を持っ
ていると説明している。
この転換点を迎える時期には、学生によって差が
あった。2～ 3日目で転換点を迎えた、学生A・B・C・
Dの記録（資料参照）をみると、4人とも 1日目には、
あまりうまくできなかったことが記述されている。し
かし、2日目には、4人とも高齢者の立場で考えて援
助を実施している。4人とも高齢者に肯定的な感情を
持っており、TEG も「世話やきタイプ」か「適応タ
イプ」であった。もともと高齢者が好きで、世話好き
やその場への適応力に優れていると、早い時期から高
齢者の立場になって考えることができ、援助的な関り
ができることが示唆された。
学生E・Fは、3日目で転換点を迎えている。学生A・
B・C・Dとの違いは、高齢者に対して「肯定的」な
感情を持っていない点である。記録（資料参照）をみ
ると、2日目まで、思ったような行動はとれず、どう
したら良かったのか反省するような記述がある。3日
目には、施設の方や高齢者の方に後押しされたことも
あり、気づきが進んで転換点に達していることがわ
かった。失敗を次に生かそうとする気持ちを学生は
持っているので、高齢者の楽しそうな様子など、高齢
者に対して学生が持っているイメージが少し変わるよ
うな体験が重要であると考えられた。
学生 G・Hは 6 日目に転換点を迎えている。実習 5
日目まで、①患者と会う：物理的に会うこと、に該当
する記録（資料参照）がほとんどであった。高齢者に
対して「肯定的」な感情を持ってなく、TEG も「現
実無視タイプ」と「管理者タイプ」であった。学生G
は、2日目に施設職員の言葉から、1度③患者に思い
を巡らす段階の記述がみられるが、その後 3日間①患
者と会う：物理的に会うこと、に該当する記述が続く。
援助することに戸惑い、他者からの支持を待つ姿勢に
なっている。5日目に自分で考えて行動する必要性を
言われたことが、6日目の援助の実施につながったこ
とが推察される。そこには、5日目までの経験が生か
されたことが記述されており、学生なりにどうしたら
良いか考えていたが、行動や記録には出てきてなかっ
たことが予想される。臨地実習では、初心の学生は自
信がなく不安をいだいている 7）ものである。まして、
高齢者対象の実習では、対象者の反応が不明確であり、
ケアをしても良いのか戸惑うことが報告 8）されてい
る。学生の行動だけで判断しないで、学生の考えを確
認しながら指導を行うことの重要性が示された。学生
Hは、「管理者タイプ」であることが反映された記述

が多い。入浴方法に対する意見や、高齢者からの感謝
の言葉が施設職員にとってうれしいことであるなど、
考え方が高齢者の立場からとはならなかった。高齢者
の方から積極的に接してもらえて、高齢者の立場で考
えられるようになっていったと思われる。しかし、一
度③患者に思いを巡らすことができてからの、援助関
係の深まりは早かった。学生の視点が、管理的な視点
から、対象者の理解へと変わってからは、援助関係形
成が一気に進んだと考えられる。ここでも、③患者に
思いを巡らす、ことへ早く学生を導くことの重要性が
再確認された。
学生が、早期に「患者に思いを巡らす」、すなわち、
高齢者の立場になって考えることができるように、教
員は学生の性格や背景を考慮しながら指導することの
重要性が示唆された。

6．研究の限界
本研究の発想は、1実習指導教員の気づきによるも
ので、かつ、分析対象は、その 1教員が実習指導した
1施設で実習した 8人の学生のみである。また、分析
は 1教員が行っており、客観性や妥当性は十分とはい
えない。
あくまで実践の報告であり、結果が全ての実習指導
に適用できるものではないと考える。しかし、今回示
された報告は、学生指導の一助になる実践例であると
考える。

7．結論
高齢者福祉施設における実習指導で、教員が学生に

「ほとんど介入的な指導をしなくても、良い援助関係
を築けていける」と感じる転換点とは、学生に何がで
きるようになった時点なのか、また、この転換点を迎
える時期への影響要因は何かを明らかにする目的で、
看護系大学 2年生 8人の実習記録を分析した。記録の
分析には、看護学生が「患者に出会う」構造として抽
出された 6段階を用いた。併せて、高齢者との同居の
有無、高齢者に対する感情のアンケート調査とTEG
を実施した。
1）学生の記録に、「患者に思いを巡らす」にあたる
記述がみられるようになる時期と、教員が転換点
を迎えたと判断する時期がほぼ一致していた。
2）実習 2～ 3日目で転換点を迎えた学生は 4人で、
高齢者に肯定的な感情を持っており、TEGは「世
話やきタイプ」が 1人、「適応タイプ」が 3人であっ
た。
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3）実習 3日目で転換点を迎えた学生は 2人で、高
齢者に対して「肯定的」な感情を持っておらず、
TEGは「適応タイプ」であった。
4）実習 6日目に転換点を迎えた学生は 2人で、高
齢者に対して「肯定的」な感情を持っておらず、
TEG は「現実無視タイプ」と「管理者タイプ」
であった。
学生が高齢者の立場に立って考えられるようになる
と、教員は転換点であると感じていた。この転換点を
迎える時期には、高齢者に対する好き、嫌いなどの感
情や性格傾向が影響していた。
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資料 1
看護学生と要介護高齢者の出会いの段階　－経時的変化―（1）

注）  ①～⑥は、出会いの 6段階のうち、どの段階に該当するかを示している。①患者と会う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っとする、
③患者に思いを巡らす、④患者に働きかける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目標がある：次はこうしたいという意思



關　戸　啓　子

－ 51 －

資料 2
看護学生と要介護高齢者の出会いの段階　－経時的変化―（2）

注）  ①～⑥は、出会いの 6段階のうち、どの段階に該当するかを示している。①患者と会う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っとする、
③患者に思いを巡らす、④患者に働きかける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目標がある：次はこうしたいという意思
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資料 3
看護学生と要介護高齢者の出会いの段階　－経時的変化―（3）

注）  ①～⑥は、出会いの 6段階のうち、どの段階に該当するかを示している。①患者と会う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っとする、
③患者に思いを巡らす、④患者に働きかける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目標がある：次はこうしたいという意思
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資料 4
看護学生と要介護高齢者の出会いの段階　－経時的変化―（4）

注）  ①～⑥は、出会いの 6段階のうち、どの段階に該当するかを示している。①患者と会う：物理的に会うこと、②患者の気持ちに “は ” っとする、
③患者に思いを巡らす、④患者に働きかける、⑤自分の存在を実感する、⑥次に繋がる目標がある：次はこうしたいという意思
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